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海外クルーズ客船おもてなし事業 継続 政策的経費 美しい県土、楽しく便利なまちの形成 ふくい創生・人口減少対策戦略 ○ Ｈ29 3 2,337 1,168 0 0 1,169 ○

空港振興委託事業（スカイフェス） 継続 政策的経費 美しい県土、楽しく便利なまちの形成 ○ Ｈ4 28 4,000 0 0 0 4,000 ○

1 0 1 6,337 1,168 0 5,169 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0

平成３０年度事業評価結果(課・室)総括表
会計区分 一般会計

課・室名 港湾空港課 （単位：千円）

 評 価 に 基 づ く 今 後 の 対 応

事            業           名
福井ふるさと元気宣言

における位置付け
関連する県の計画等

事業区分

事業
開始
年度

経過
年数

平成
３１年度
予算額

 財源内訳



課長名

■ ■ Ｈ29 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 3 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

事 業
区 分

市町との連携状況

海外クルーズ客船寄港時の岸壁における保安対策を実施する。

クルーズ客船寄港時対応
　・観光客の安全確保のため岸壁に警備員を配置し、バリケードを設置する。
　・保安区域内においてバス、タクシーの誘導を行う。
　・一般観光客の受付業務を行う。

［受益者］

□ 完了

事業評価

海外クルーズ客船おもてなし事業

補 助 金 Ｈ32

実行予算

そ の 他

［事業目的］

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

関連する県の計画等
ビジョン  〔

政　　策  〔

元気な県土

美しい県土、楽しく便利なまちの形成
〔 〕ふくい創生・人口減少対策戦略

事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

港湾空港課 山内　登喜夫

県

縮減 □ 終期の見直し 見直し額

□ 整理統合 □ 廃止

□ 拡充 □

■ 継続 □ 休止

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３１年度の変更点

・観光客の安全確保のため岸壁に警備員を配置し、バリケードを設置
・保安区域内においてバス、タクシーの誘導
・一般観光客の受付業務

・日の入り後にクルーズ客船が出航するため、埠頭内の明
るさ確保のための投光器を設置

□ その他

課名

―

クルーズ船乗客者、県民、観光客 ［想定される受益者数］ ２，５００人

事業実施方法

事業主体

補助率

自 治 事 務

法 定 受 託 事 務

事 務
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 土木部

直営（一部委託）

前事業の有無・実績

事業名

（実績）
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課長名

■ ■ Ｈ29 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 3 年

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

- - 2,640 2,328

- - 2,640 2,328

- - 2,640

［成果指標等の推移］

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

(2) (1)

2 1

(50) (25)

50 25

□ 無

■ 有

実績等を踏まえた３１年度の変更点

・日の入り後の出航に備え、埠頭内の明るさ確保のための投光器を設置する。

目標・指標の考え方・積算根拠

海外クルーズ船寄港の毎年度継続を目標として、寄港回数を指標として定める。

ふ頭内の安全確保を目標として、バス・タクシー等車両と歩行者動線が交差する点を重点
とした警備員配置人数を指標として定める。

事 業
区 分

事業
開始
年度

海外クルーズ客船おもてなし事業

事 務
区 分

自 治 事 務 実行予算

事業実施方法 直営（一部委託）

補助率 ― 法 定 受 託 事 務

事業名 海外クルーズ客船おもてなし事業

（役割分担）

（企業誘致課）体験ブース等のイベント会場運営
（観光振興課）観光・物販コーナーの設置、ボランティアの手配

区　　　　　　分 ３１年度

成果指標 海外クルーズ船寄港回数
(目標) (1)

実績

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

他県の状況

他県のクルーズ船対応

富山県　クルーズ船受け入れのための施設整備済
　　　　Wifi設備整備済
　　　　警備員配置、バリケード設置
石川県　クルーズ船受け入れのための施設整備済
　　　　Wifi設備整備済
　　　　警備員配置、バリケード設置

関連事業の有無・
役割分担

活動指標 警備員配置人数
(目標) (18)

その他

前年度までの
主な増減理由

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

補 助 金

当 初 予 算 額 の 推 移 2,337

区分 一般財源 国庫、その他財源の名称等

予算額

2,337 1,168 1,169 地方創生交付金

山内　登喜夫課名 港湾空港課

事業主体 県

実績

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３１年度

Ｈ32

そ の 他

事業費 国庫 起債

経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名継続 土木部区分
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課長名

■ □ Ｈ4 年度

□ 経過年数 年度

□ ■ 28 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

開催日：H28.9.22
来客数：約5,000名（雨天のため例年より減）
予算額：4,000千円
開催内容：
　福井空港において活動しているグライダー競技のデモンストレー
ション飛行や、普段立ち入ることのできない滑走路においてのリ
レーなどを実施。

□ 拡充 □ 縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３１年度の変更点 事業評価

福井空港におけるイベント開催
　①　空の日記念絵画コンクール
　②　機体展示、デモンストレーション
　③　セスナ機およびヘリコプター体験搭乗

［受益者］ 一般県民 ［想定される受益者数］ 10,000人

前事業の有無・実績 市町との連携状況
開催実行委員会メンバーに坂井市、福井市が参加しており、イベ
ント企画に協力を得ている。

事業名

〕
政　　策  〔 美しい県土、楽しく便利なまちの形成

［事業目的］

空港の役割を広報啓発し、空港への理解を深める。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 元気な県土
関連する県の計画等 〔

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 負担金 補 助 金 Ｈ33

事業主体 福井空港「空の日」記念行事実行委員会
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 ― 法 定 受 託 事 務 そ の 他

空港振興委託事業（スカイフェス）

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 土木部 課名 港湾空港課 山内　登喜夫
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課長名

■ □ Ｈ4 年度

□ 経過年数 年度

□ ■ 28 年

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

- 4,000 - -

- 4,000 - -

- 4,000 - -

［成果指標等の推移］

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

(10,000)

5,000

■ 無

□ 有

他県の状況
富山県　富山きときと空港「空の日」記念イベント
石川県　小松空港「空の日」フェスタ
　　　　のと里山空港「空の日」フェスタ

関連事業の有無・
役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標
(目標)

実績

成果指標 来客数（単位：人）
(目標) (10,000)

過去１０年間の開催で最も多かった平成26年度の来客数を目標として、指標を定める。

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

- - -

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３１年度 実績等を踏まえた３１年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 4,000

Ｈ２２より隔年開催（Ｈ３０は国体と開催期間が重なるため開催見送り）２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

Ｈ33

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

4,000 4,000

― 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

部局名 土木部 課名 港湾空港課 山内　登喜夫

事業主体 福井空港「空の日」記念行事実行委員会
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 負担金 補 助 金

空港振興委託事業（スカイフェス）
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